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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第３四半期
累計期間

第38期
第３四半期
累計期間

第37期

会計期間

自2014年
４月１日
至2014年
12月31日

自2015年
４月１日
至2015年
12月31日

自2014年
４月１日
至2015年
３月31日

売上高 （千円） 44,466,307 44,268,673 59,096,857

経常利益 （千円） 1,876,802 1,984,250 2,506,434

四半期(当期)純利益 （千円） 1,042,049 1,201,505 1,354,907

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 3,198,904 3,198,904 3,198,904

発行済株式総数 （株） 17,268,273 17,268,273 17,268,273

純資産額 （千円） 21,604,152 22,711,179 21,917,010

総資産額 （千円） 28,512,300 28,981,215 29,502,636

１株当たり四半期(当期)純利益金

額
（円） 61.40 70.79 79.83

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 12.00 12.00 24.00

自己資本比率 （％） 75.8 78.4 74.3

 

回次
第37期

第３四半期
会計期間

第38期
第３四半期
会計期間

会計期間

自2014年
10月１日
至2014年
12月31日

自2015年
10月１日
至2015年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 14.25 20.92

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 （1）業績の状況

　当第３四半期累計期間（2015年４月１日から2015年12月31日まで）におけるわが国経済は、企業収益や雇用

環境の改善が続く中、緩やかな回復基調で推移いたしましたが、中国経済をはじめとする海外景気の下振れ懸

念等から、先行き不透明な状況が続いております。

　外食産業におきましては、個人消費の回復に鈍さが見られ、引き続き厳しい経営環境となっております。

　このような状況のもと当社は、安全でおいしい「食」の提供と質の高いサービスを通じてお客様に豊かさと

幸せを提供することに全力で取り組んでまいりました。

　当第３四半期会計期間末の店舗数につきましては、２店舗の出店、１店舗の退店を行うとともに、2015年７

月１日にゼンショーグループの子会社である株式会社エイ・ダイニングより、メキシカンレストラン「エルト

リート」の５店舗の譲受けを行った結果、574店舗と前期末比６店舗の純増となりました。なお、当社とライ

センス契約をしていた株式会社ぴーたーぱんが運営するココス全店舗（四国３県８店舗）を2015年12月１日付

にて直営化いたしましたので、直営店497店舗、ライセンシー77店舗の計574店舗となっております。

　当第３四半期累計期間の売上高につきましては、店舗のＱＱＳＣ（クオリティ・クイックサービス・クリン

リネス）を磨き上げるとともに、お得なセット商品の導入やサイズバリエーションの充実、ＴＶＣＭを始めと

したプロモーションを行ったものの、既存店売上高前年比は98.1％、全社売上高前年比は99.6％とわずかなが

ら前年同期を下回る結果となりました。

　利益面につきましては、エネルギーコスト（電気・ガス）の落ち着きや、固定費等のさらなる見直し等を徹

底的に行ったことにより、前年同期比増益となりました。

　以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高442億68百万円（前年同期比0.4％減）、営業利益19億

25百万円（同6.3％増）、経常利益19億84百万円（同5.7％増）、四半期純利益12億１百万円（同15.3％増）と

なりました。

 

 （2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 （3）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 46,100,000

計 46,100,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）

（2015年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2016年２月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,268,273 17,268,273

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 17,268,273 17,268,273 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 2015年10月１日～

 2015年12月31日
－ 17,268,273 － 3,198,904 － 3,014,004

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2015年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 2015年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　295,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 16,971,300 169,713 －

単元未満株式 普通株式　　　　1,073 － －

発行済株式総数 17,268,273 － －

総株主の議決権 － 169,713 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,800株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数18個が含まれております。

 

②【自己株式等】

 2015年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ココスジャパン
東京都港区港南二丁目18番

１号
295,900 － 295,900 1.71

計 － 295,900 － 295,900 1.71

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間（2015年10月１日から2015年

12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（2015年４月１日から2015年12月31日まで）に係る四半期財務諸表につい

て、ＰｗＣあらた監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、あらた監査法人は、2015年７月１日付をもって名称をＰｗＣあらた監査法人に変更しております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2015年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2015年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,045,119 923,450

売掛金 642,123 719,491

商品 49,393 48,185

原材料及び貯蔵品 355,173 420,630

関係会社短期貸付金 3,027,837 2,382,221

その他 1,012,825 1,176,467

流動資産合計 6,132,472 5,670,447

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 35,738,846 36,274,463

減価償却累計額 △22,870,027 △23,591,688

建物及び構築物（純額） 12,868,819 12,682,774

機械装置及び運搬具 4,452,210 4,616,049

減価償却累計額 △2,567,279 △2,814,579

機械装置及び運搬具（純額） 1,884,931 1,801,470

その他 6,907,794 6,735,227

減価償却累計額 △4,800,671 △4,719,494

その他（純額） 2,107,123 2,015,733

有形固定資産合計 16,860,874 16,499,977

無形固定資産 168,091 436,427

投資その他の資産   

差入保証金 4,609,275 4,745,127

その他 1,736,392 1,633,705

貸倒引当金 △4,470 △4,470

投資その他の資産合計 6,341,197 6,374,362

固定資産合計 23,370,164 23,310,768

資産合計 29,502,636 28,981,215

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,029,689 2,034,066

未払法人税等 572,005 316,163

賞与引当金 252,316 65,108

その他 4,326,730 3,586,172

流動負債合計 7,180,742 6,001,511

固定負債   

資産除去債務 154,831 164,117

その他 250,052 104,406

固定負債合計 404,884 268,524

負債合計 7,585,626 6,270,035

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,198,904 3,198,904

資本剰余金 3,014,004 3,014,004

利益剰余金 16,132,957 16,927,126

自己株式 △428,854 △428,854

株主資本合計 21,917,010 22,711,179

純資産合計 21,917,010 22,711,179

負債純資産合計 29,502,636 28,981,215
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　2014年４月１日
　至　2014年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2015年４月１日
　至　2015年12月31日)

売上高 44,466,307 44,268,673

売上原価 15,480,524 15,181,315

売上総利益 28,985,783 29,087,358

販売費及び一般管理費 27,175,245 27,162,007

営業利益 1,810,537 1,925,351

営業外収益   

受取利息 21,066 23,592

受取賃貸料 161,259 123,648

その他 52,182 46,871

営業外収益合計 234,508 194,112

営業外費用   

支払利息 5,578 2,752

賃貸費用 149,084 105,404

その他 13,581 27,057

営業外費用合計 168,244 135,214

経常利益 1,876,802 1,984,250

特別利益   

移転補償金 8,364 －

負ののれん発生益 － 10,969

受取保険金 － 130,800

その他 162 441

特別利益合計 8,526 142,211

特別損失   

固定資産処分損 26,581 30,035

賃貸借契約解約損 4,126 －

災害による損失 － 55,937

その他 2,595 2,372

特別損失合計 33,304 88,345

税引前四半期純利益 1,852,024 2,038,115

法人税、住民税及び事業税 705,815 745,854

法人税等調整額 104,160 90,756

法人税等合計 809,975 836,610

四半期純利益 1,042,049 1,201,505
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2013年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）

及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　2013年９月13日。以下「事業分離等会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間から適用し、取得関連費用を発生した事業年度の費用として計上する方法に変更し

ております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)及び事業分離等会計基準第57－４項(4)

に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。

この結果、当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益への影響は軽微です。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却費は、次のとおりであ

ります。

 
前第３四半期累計期間
（自　2014年４月１日

　　至　2014年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2015年４月１日

　　至　2015年12月31日）

　減価償却費 1,981,521千円 1,925,549千円

　のれんの償却費 14,704 17,049

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2014年４月１日　至　2014年12月31日）

配当金支払額

 
決議

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2014年６月16日

定時株主総会
普通株式 203,668 12 2014年３月31日 2014年６月17日 利益剰余金

2014年11月12日

取締役会
普通株式 203,668 12 2014年９月30日 2014年12月４日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2015年４月１日　至　2015年12月31日）

配当金支払額

 
決議

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2015年６月17日

定時株主総会
普通株式 203,668 12 2015年３月31日 2015年６月18日 利益剰余金

2015年11月４日

取締役会
普通株式 203,668 12 2015年９月30日 2015年12月４日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自2014年４月１日　至2014年12月31日）

　当社は、外食事業単一のセグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自2015年４月１日　至2015年12月31日）

　当社は、外食事業単一のセグメントであるため、記載を省略しております。

 

EDINET提出書類

株式会社ココスジャパン(E03197)

四半期報告書

 9/13



（企業結合等関係）

　　　　Ⅰ共通支配下の取引等

　　　　　１．　取引の概要

　　　　　　（１）対象となった事業の名称及びその事業の内容

　　　　　　　　事業の名称：株式会社エイ・ダイニングのメキシコ料理事業

　　　　　　　　事業の内容：メキシカンレストラン「エルトリート」の経営

　　　　　　（２）企業結合日

　　　　　　　　2015年７月１日

　　　　　　（３）企業結合の法的形式

　　　　　　　　株式会社エイ・ダイニングを分割会社、株式会社ココスジャパンを承継会社とする会社分割

　　　　　　（４）結合後企業の名称

　　　　　　　　株式会社ココスジャパン

　　　　　　（５）その他取引の概要に関する事項

　　　　　　　　株式会社エイ・ダイニングのレストラン事業を当社に集約することにより、今後の出店戦略等の

　　　　　　　事業計画立案をより効率的に推進する体制を構築することを目的としております。

 

　　　　　２．　実施した会計処理の概要

　　　　　　「企業結合に関する会計基準」及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」

　　　　　 に基づき、共通支配下の取引として処理しております。

 

　　　　Ⅱ　事業譲受

　　　　　１．　事業譲受の概要

　　　　　　（１）譲受先企業の名称及びその事業の内容

　　　　　　　　企業の名称：株式会社ぴーたーぱん

　　　　　　　　事業の内容：四国３県におけるレストラン「ココス」の８店舗の経営

　　　　　　（２）企業結合日

　　　　　　　　2015年12月１日

　　　　　　（３）企業結合の法的形式

　　　　　　　　株式会社ぴーたーぱんを売主、株式会社ココスジャパンを買主とする事業譲受

　　　　　　（４）結合後企業の名称

　　　　　　　　株式会社ココスジャパン

　　　　　　（５）その他事業譲受の概要に関する事項

　　　　　　　　四国の全店舗を直営化し、効率的な運営を可能とすることを目的としております。

 

　　　　　２．　四半期累計期間に係る四半期損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

　　　　　　　　 2015年12月１日から2015年12月31日まで

 

　　　　　３．　取得した事業の取得原価及びその内訳

　　　　　　（１）取得の対価

　　　　　　　　 現金：663百万円

　　　　　　（２）取得原価

　　　　　　　　 663百万円

 

　　　　　４．　発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

　　　　　　（１）発生したのれんの金額

　　　　　　　　 249百万円

　　　　　　（２）発生原因

　　　　　　　　 ８店舗の事業譲受により期待される、将来の超過収益力であります。

　　　　　　（３）償却方法及び償却期間

　　　　　　　　 20年間にわたる均等償却
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　　　　　５．　事業譲受日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

　　　　　　流動資産：　5百万円

　　　　　　固定資産：413百万円

　　　　　　資産合計：419百万円

　　　　　　負債合計：　5百万円

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　2014年４月１日
至　2014年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2015年４月１日
至　2015年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 61円40銭 70円79銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,042,049 1,201,505

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,042,049 1,201,505

普通株式の期中平均株式数（千株） 16,972 16,972

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　2015年11月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）中間配当による配当金の総額............203,668千円

　（ロ）１株当たりの金額......................12円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日..........2015年12月４日

　　（注）2015年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行ないます。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー報 告 書  

 

2016年２月８日

株式会社ココスジャパン

取　締　役　会　御　中

 

ＰｗＣあらた監査法人

 

 
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 戸　田　　栄

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ココス

ジャパンの2015年４月１日から2016年３月31日までの第38期事業年度の第３四半期会計期間（2015年10月１日から2015

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（2015年４月１日から2015年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ココスジャパンの2015年12月31日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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